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【動機】

農林水産省「みどりの食料システム戦略」では、我が国の今後の農業において、2050年までに化
学農薬使用量の50％低減と、リスクのより低い新規農薬への移行を目指している。そこで、私た
ちは「桜の周りでは雑草が生えない」という古くからの謎に着目した。特に桜が産生する発芽抑
制物質であるクマリンに着目して、この謎の解明と農薬への応用を目指して研究を行った。

【方法】

分子構造の特徴やトポロジカル極性表面積（TPSA）と、クマリン類の発芽抑制効果の関係を調べ
、分子構造から発芽抑制効果を評価する手法を検討した。また、走査型電子顕微鏡や吸光分光法
、蛍光顕微鏡、RNA-Seqなどの手法を用いて、クマリンの作用メカニズムの解明に挑戦した。

【結果】

分子構造の特徴やTPSAは発芽抑制効果と密接な関係があり、これらを指標として用いることで定
性的、定量的な推定を行うことができると分かった。また、RNA-Seqの結果から、クマリンは翻
訳系の遺伝子やエクスパンシンの発現を抑制することを発見した。加えて、種子はクマリンを排
出・分解するための応答を示していることが示唆された。

【まとめ】

本研究では分子構造の特徴とTPSAを用いることでクマリン類の発芽抑制効果を定性的、定量的に
推定できること、桜が産生するクマリンが翻訳系およびエクスパンシンを抑制し、何らかの形で
これらの遺伝子群が発芽の抑制に関与していることが明らかとなった。以上より、「桜の周りに
は雑草が生えない」という古くからの謎の解明に迫るとともに、その作用の農薬への応用へ向け
た知見が得られた。

【展望】

本研究で提案した手法を用いてクマリン類のスクリーニングを行い、より農薬に適したクマリン



類を見つけ、実際に圃場での試験を行いたい。また、クマリンが作用すると分かった翻訳系に着
目して、ヒトに対する安全性を担保できるか検証したい。
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